
                             小 川  茂 

質問の件名及び質問の要旨（質問時間） 答弁を求める者 

１ ＧＩＧＡスクール構想によって開始されたタブレッ

ト端末の活用について           （４０分） 

 

 文部科学省では、「「１人１台端末」の早期実現や、家庭でも繋

がる通信環境の整備など、「ＧＩＧＡスクール構想」における ハ

ード・ソフト・人材を一体とした整備を加速することで、災害や感

染症の発生等による学校の臨時休業等の緊急時においても、ＩＣＴ

の活用により全ての子供たちの学びを保障できる環境を早急に実

現」することを目的として、令和２年度補正予算額２，２９２億円

を計上して、令和３年度から事業展開しております。 

 本市においても令和３年度より、第３期鶴ヶ島市教育振興計画に

おいて、「基本目標２ 教育環境の充実」の中の「施策５ ＩＣＴ

機器を活用するとともに、人的環境を整備し、ＧＩＧＡスクール構

想の実現を図ります」として、取り組んできております。 

 こうしたことを踏まえ、以下の質問をいたします。 

 

ＧＩＧＡスクール構想について 

（１）新入生の保護者に対する周知について 

（２）小・中学校に１人１台のタブレット端末が配備され、どのよ

うに活用されておりますか。    

（３）児童・生徒の授業理解に、どのように役立っていますか。 

（４）学習用端末等の整備状況について 

（５）ＩＣＴ端末使用による健康面への影響について 

（６）教育現場（教職員への負担）について 

（７）ＧＩＧＡスクール推進委員会の目的と役割について 

（８）ＩＣＴ支援員と情報教育環境運用支援員の配置状況について 

（９）タブレット端末の活用により、どのような成果が表れていま

すか。 

（10）見えてきた課題について 

市 長 

教育委員会教育長 

 


